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『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要』 投稿規程

１．目的
『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要（Journal of Josai Community Liai-

son Center）』（以下「紀要」）は、城西大学・城西短期大学地域連携センター（以下「地域連携セン
ター」）ないしは本学の地域活動・地域研究により蓄積された成果を掲載し刊行することにより、地
域連携活動および地域を舞台とした教育・地域を対象とした研究を促進することを目的とする。

２．発行
（１）紀要は年１回発行する。
（２）紀要の編集は、地域連携センター内に設置する紀要編集委員会（以下「編集委員会」）が取り

扱う。
（３）編集委員会は、編集長１名と編集委員２名、および担当事務員１名から構成される。
（４）編集長および発行責任者は、地域連携センター長とする。
（５）編集委員は、地域連携センター運営委員の中から文系学部・理系学部各１名ずつの計２名と

する。

３．区分
（１）紀要に投稿・掲載する原稿は、ひろく地域に関するテーマで執筆された未刊行のものであり、

以下の①～⑥の区分のものとする。
①査読論文
②論文
③地域調査報告
④地域教育実践報告
⑤地域活動ノート（１件につきA４サイズ横書き日本語で２頁以内）
⑥その他（地域連携報告、地域情報、地域資料、講演録、書評など）

（２）執筆者は、投稿時に希望の区分を提示する。
（３）使用言語は、区分⑤以外は特に定めない。
（４）字数または枚数制限および横書き・縦書きは、区分⑤以外は特に定めない。

４．執筆資格
（１）城西大学・城西短期大学の教職員・事務職員：専任・非常勤を問わず、上記区分の全てを執

筆・投稿することができる。
（２）城西大学・城西短期大学名誉教授および定年退職者：上記区分の全てを執筆・投稿すること

ができる。
（３）城西大学・城西大学大学院・城西短期大学の在学生：上記区分⑤を執筆・投稿することがで
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きる。なお、城西大学大学院博士後期課程在学者は、上記区分④以外の全てを執筆・投稿す
ることができる。

※その他、卒業生や学外者などであっても、上記の資格者との共著であれば当該区分を執筆・投稿す
ることができる。また、編集委員会が特に認めた者は、単著で執筆・投稿することができる。

５．執筆要領
（１）使用言語および分量は、投稿区分⑤以外は特に定めない。
（２）文章は原則として黒字だが、特に必要な場合は図・表・写真などはカラーを使うこともでき

る。
（３）申込後、掲載可となった場合は、別に定める区分ごとの「執筆要領」に基づいて掲載用原稿

を執筆する。

６．掲載の採否
（１）区分①については、編集委員会が委嘱する査読者による審査に基づき、編集委員会が決定す

る。
（２）上記区分以外については、編集委員会が決定する。

７．発行形態および公開
（１）紀要は、電子ファイルおよび冊子にて発行する。
（２）電子ファイルは、地域連携センターホームページおよび城西大学機関リポジトリ（JURA）

からインターネット上に公開する。

８．著作権
（１）掲載された著作物の著作権は、著作者が保持する。
（２）掲載された著作物の著作者は、当該著作物に関する複製及び公衆送信を編集委員会に対して

許諾したものとみなす。編集委員会が複製及び公衆送信を第３者に委託した場合も同様とす
る。

９．原稿料等
（１）執筆者に対して、原稿料は支払わない。
（２）抜き刷りおよび冊子は、希望者に有償で提供する。

２０２０年９月
城西大学・城西短期大学地域連携センター 紀要編集委員会
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編 集 後 記

さて、この『地域と大学』を手に取ったあなたは、どのように活用しますか？

城西大学・城西短期大学は、この地、けやき台に開学して以来、「学問による人間形成」を理念と
して、極めて多くの地域の方々、企業、並びに自治体等の方々とともに、学生教育に邁進して参りま
した。

このような地域活動・研究により蓄積された成果を掲載し刊行すること、地域連携による教育・研
究を促進することを目的として、本紀要を創刊いたしました。

創刊号には、査読論文や論文をはじめ、地域教育実践報告、地域連携報告、地域情報、地域活動ノ
ートに、１２報を投稿いただくことができました。執筆者の方々に心から感謝し、お礼申し上げます。

また、本紀要は、地域連携に取組まれている教職員の方々はもちろんのこと、とくに、「地域活動
ノート」は、地域研究・地域課題解決のための活動などを実践された、学生の皆さんに「活動を通し
て得られた、自身の成長と学修の成果」の記録とすると共に、社会へ、そして先輩、同級生、さらに
後輩へ伝えるものとして、活用してもらえることを期待しています。

城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要編集委員会
松本明世（編集委員長）
高尾浩一
庭田文近
渡辺沙織（総務課地域連携担当）
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